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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変調器回路であって、
　入力データストリームを受信するための手段と、
　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分に分割するための手段と、
　複数の信号処理ブランチであって、各信号処理ブランチが変調信号を生成するために前
記複数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデルタ―シグ
マ変調を実行するためのデルタ―シグマ変調器と、該ブランチの前記デルタ―シグマ変調
器による変調のために入力データをアップサンプリングおよび周波数シフトするための手
段と、を含む前記複数の信号処理ブランチと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成し、前記出力信号を出力するための手段とを含むことを特徴とする変調器回
路。
【請求項２】
　デルタ―シグマ変調器のそれぞれがバンドパス・デルタ―シグマ変調器であることを特
徴とする請求項１に記載の変調器回路。
【請求項３】
　デルタ―シグマ変調器のそれぞれがブランチ数に大まかに反比例したブランチ変調レー
トで動作するよう構成されることを特徴とする請求項１または２に記載の変調器回路。
【請求項４】
　前記変調レートが数式ｆｂ＝ｆｓ／Ｍによって少なくとも近似的に定義されており、こ
こで「ｆｂ」はブランチ変調レート、「ｆｓ」は単一のデルタ―シグマ変調器を用いて所
与の搬送波周波数を有する信号を処理するために要求される基本変調レート、「Ｍ」はブ
ランチ数であることを特徴とする請求項３に記載の変調器回路。
【請求項５】
　前記分割手段が前記入力データストリームを時系列で大まかに連続したブロックのシー
ケンスに分割するよう動作可能で、各ブロックは異なる一つの前記データストリーム部分
を形成することを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の変調器回路。
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【請求項６】
　前記大まかに連続したブロックの各々が、少なくとも１つの前記シーケンスの隣接ブロ
ックと共通の部分を有することを特徴とする請求項５に記載の変調器回路。
【請求項７】
　前記ブロックが所望のノイズフロアをもたらすように設定された長さを有することを特
徴とする請求項５または６に記載の変調器回路。
【請求項８】
　前記複数の信号処理ブランチのそれぞれが、入力データをアップサンプリングおよび周
波数シフトするための前記手段の入力側において、関連するデータストリーム部分をバッ
ファするための個別の入力バッファを有することを特徴とする請求項１から７の何れか１
項に記載の変調器回路。
【請求項９】
　少なくとも１つのノイズシェーピングフィルタをさらに含み、前記ノイズシェーピング
フィルタはマルチビット乗算を利用するよう動作可能であることを特徴とする請求項１か
ら８の何れか１項に記載の変調器回路。
【請求項１０】
　前記ノイズシェーピングフィルタがリプログラマブル・ノイズシェーピングフィルタを
含むことを特徴とする請求項９に記載の変調器回路。
【請求項１１】
　前記変調器回路は、それぞれのデータストリーム部分の処理と後続のデータストリーム
部分の処理との間の前記デルタ―シグマ変調器のそれぞれをその当初の内部状態へリセッ
トするよう動作可能であることを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に記載の変調
器回路。
【請求項１２】
　前記デルタ―シグマ変調器のそれぞれは特定の長さを超えるデータストリーム部分を処
理する際に前記デルタ―シグマ変調器が不安定になる結果となるであろうオーダーのもの
であって、各データストリーム部分のサイズは前記デルタ―シグマ変調器が不安定になる
前記特定の長さよりも短くなるように設定されることを特徴とする請求項１１に記載の変
調器回路。
【請求項１３】
　デルタ―シグマ変調を行うためのデルタ―シグマ変調器を有する複数の信号処理ブラン
チを備える変調器回路により実行される方法であって、前記方法は、
　入力データストリームを受信することと、
　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分へ分割することと、
　前記複数の信号処理ブランチのそれぞれにおいて、変調信号を生成するために、前記複
数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分をアップサンプリン
グおよび周波数シフトして周波数シフトされた前記データストリーム部分にデルタ―シグ
マ変調を実行することと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成することと、
　前記出力信号を出力することとを含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　変調器回路であって、
　入力データストリームを受信するための手段と、
　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分へ分割するための手段と、
　複数の信号処理ブランチであって、それぞれの信号処理ブランチが、変調信号を生成す
るために前記複数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデ
ルタ―シグマ変調を行うためのバンドパス・デルタ―シグマ変調器を含む複数の信号処理
ブランチと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
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調信号を合成し、前記出力信号を出力するための手段とを含むことを特徴とする変調器回
路。
【請求項１５】
　デルタ―シグマ変調を行うためのデルタ―シグマ変調器を有する複数の信号処理ブラン
チを含む変調器回路により実行される方法であって、前記方法は、
　入力データストリームを受信することと、
　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分へ分割することと、
　前記複数の信号処理ブランチのそれぞれにおいて、変調信号を生成するために前記複数
のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にバンドパス・デルタ
―シグマ変調を行うことと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成することと、
　前記出力信号を出力することとを含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　変調器回路であって、
　入力データストリームを受信するための手段と、
　前記入力データストリームを、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含ん
だ複数のデータストリーム部分であって、各ブロックが前記データストリーム部分の異な
る一つを形成し、前記ブロックが所望のノイズフロアをもたらすために設定された長さを
有する、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含んだ複数のデータストリー
ム部分に分割する手段と、
　複数の信号処理ブランチであって、信号処理ブランチのそれぞれが変調信号を生成する
ために前記複数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデル
タ―シグマ変調を行うためのデルタ―シグマ変調器を含む複数の信号処理ブランチと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成して、前記出力信号を出力するための手段とを含むことを特徴とする変調器
回路。
【請求項１７】
　デルタ―シグマ変調を行うためのデルタ―シグマ変調器を有する複数の信号処理ブラン
チを含む変調器回路により実行される方法であって、前記方法は、
　入力データストリームを受信することと、
　前記入力データストリームを、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含ん
だ複数のデータストリーム部分であって、各ブロックが前記データストリーム部分の異な
る一つを形成し、前記ブロックが所望のノイズフロアをもたらすために設定された長さを
有する、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含んだ複数のデータストリー
ム部分に分割することと、
　前記複数の信号処理ブランチのそれぞれにおいて、変調信号を生成するために前記複数
のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデルタ―シグマ変調
を行うことと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成することと、
　前記出力信号を出力することとを含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　変調器回路であって、
　それぞれが個別の出力信号を提供する第一の回路部分および第二の回路部分と、
　各回路部分の個別の前記出力信号から合成出力信号を生成するための手段と、を有し、
　ここで、前記生成は、前記合成出力信号を形成するために、個別の前記出力信号のそれ
ぞれへの個別の窓関数の適用と、結果として生じる前記信号の加算と、を含み、
　各回路部分は、
　　入力データストリームを受信するための手段と、
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　　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分に分割するための手段と、
　　複数の信号処理ブランチであって、各信号処理ブランチが変調信号を生成するために
前記複数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデルタ―シ
グマ変調を行うためのデルタ―シグマ変調器を含む複数の信号処理ブランチと、
　　個別の前記出力信号を形成するための前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの
個別の前記変調信号を合成するための手段とを含むことを特徴とする変調器回路。
【請求項１９】
　個別の窓関数の前記適用は、前記第一および前記第二の出力信号のそれぞれへの個別の
時間依存重みの適用を含むことを特徴とする請求項１８に記載の変調器回路。
【請求項２０】
　前記第一および前記第二の出力信号に適用される個別の前記時間依存重みは合計して定
数（例えば１）を与えることを特徴とする請求項１９に記載の変調器回路。
【請求項２１】
　個別の前記時間依存重みは実質上三角波形のように時間で変化することを特徴とする請
求項１９または２０に記載の変調器回路。
【請求項２２】
　前記実質上三角波形は、前記三角波の側面が実質上線形である実質上連続した三角波形
を含むことを特徴とする請求項２１に記載の変調器回路。
【請求項２３】
　個別の前記時間依存重みは階段波形のように時間で変化することを特徴する請求項１９
または２０に記載の変調器回路。
【請求項２４】
　個別の前記時間依存重みは階段状ではあるが大まかには三角波形のように時間で変化す
ることを特徴とする請求項２３に記載の変調器回路。
【請求項２５】
　前記第一の回路部分の前記複数のデータストリーム部分は前記第二の回路部分のさらな
る前記複数のデータストリーム部分と比較して時間的にオフセットがあることを特徴とす
る請求項１９から２４の何れか１項に記載の変調器回路。
【請求項２６】
　第一の個別の前記出力信号に適用される重みは前記複数のデータストリーム部分のうち
のそれぞれのデータストリーム部分の始めと終りでは実質上ゼロであり、第二の個別の前
記出力信号に適用される重みは前記さらなる複数のデータストリーム部分のうちのそれぞ
れのデータストリーム部分の始めと終りでは実質上ゼロであることを特徴とする請求項１
９から２５の何れか１項に記載の変調器回路。
【請求項２７】
　第一の回路部分および第二の回路部分を含む変調器回路によって実行される方法であっ
て、前記方法は、
　前記第一および第二の回路部分のそれぞれにおいて個別の出力信号を生成することと、
　各回路部分の個別の前記出力信号から合成出力信号を生成することと、
　を含み、
　ここで、合成出力信号の前記生成は、前記合成出力信号を形成するために、個別の前記
出力信号のそれぞれへの個別の窓関数の適用と、結果として生じる前記信号の加算とを含
み、
　前記第一および第二の回路部分のそれぞれにおける個別の出力信号の生成は、
　　入力データストリームを受信することと、
　　前記入力データストリームを複数のデータストリーム部分へ分割することと、
　　複数の信号処理ブランチのそれぞれにおいて、変調信号を生成するために、前記複数
のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデルタ―シグマ変調
を実行することと、
　　個別の前記出力信号を形成するための前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの
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個別の前記変調信号を合成することとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２８】
　変調器回路であって、
　入力データストリームを受信するための手段と、
　前記入力データストリームを、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含む
複数のデータストリーム部分であって、各ブロックが前記データストリーム部分の異なる
一つを形成し、前記大まかに連続したブロックが前記シーケンスの少なくとも１つの隣接
ブロックと共通の部分を有する、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含む
複数のデータストリーム部分に分割するための手段と、
　複数の信号処理ブランチであって、それぞれの信号処理ブランチが、変調信号を生成す
るために、前記複数のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分に
デルタ―シグマ変調を実行するためのデルタ―シグマ変調器を含む複数の信号処理ブラン
チと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成し、前記出力信号を出力するための手段とを含むことを特徴とする変調器回
路。
【請求項２９】
　デルタ―シグマ変調を実行するためのデルタ―シグマ変調器を有する複数の信号処理ブ
ランチを含む変調器回路によって実行される方法であって、前記方法は、
　入力データストリームを受信することと、
　前記入力データストリームを、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含む
複数のデータストリーム部分であって、各ブロックが前記データストリーム部分の異なる
一つを形成し、前記大まかに連続したブロックが前記シーケンスの少なくとも１つの隣接
ブロックと共通の部分を有する、時系列で大まかに連続したブロックのシーケンスを含む
複数のデータストリーム部分に分割することと、
　前記複数の信号処理ブランチのそれぞれにおいて、変調信号を生成するために前記複数
のデータストリーム部分のうちのそれぞれのデータストリーム部分にデルタ―シグマ変調
を行うことと、
　出力信号を形成するために前記複数の信号処理ブランチのそれぞれからの個別の前記変
調信号を合成することと、
　前記出力信号を出力することと含むことを特徴とする方法。
【請求項３０】
　請求項１から１２、１４、１６、１８から２６、および２８の何れか１項に記載の変調
器回路を含むことを特徴とする増幅器回路。
【請求項３１】
　前記増幅器が前記デルタ―シグマ変調のビットレートの周波数の半分までで動作するよ
うに構成されることを特徴とする請求項３０に記載の増幅器回路。
【請求項３２】
　前記増幅器回路がＤ級出力段のデルタ―シグマ変調を採用することを特徴とする請求項
３０または３１に記載の増幅器回路。
【請求項３３】
　装置であって、請求項１から１２、１４、１６、１８から２６、および２８の何れか１
項に記載の変調器回路を採用するデジタル―アナログ変換器と、請求項１から１２、１４
、１６、１８から２６、および２８の何れか１項に記載の変調器回路を採用するアナログ
―デジタル変換器と、請求項１から１２、１４、１６、１８から２６、および２８の何れ
か１項に記載の変調器回路を採用する無線送信器と、請求項１から１２、１４、１６、１
８から２６、および２８の何れか１項に記載の変調器回路を採用する無線受信器と、の少
なくとも１つを含む装置。
【請求項３４】
　プログラマブルコンピュータ装置に請求項１３、１５、１７、２７、および２９の何れ
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か１項に記載の方法を実行させるためのコンピュータプログラム。
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